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南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜南相馬市から３月１２日夜  サイヤ社長のブログ    

 

南相馬市から４月２日夜南相馬市から４月２日夜南相馬市から４月２日夜南相馬市から４月２日夜        サイヤ社長のブログ 

福島県南相馬市で青果食品惣菜スーパー「Saiya」を経営し

ています。 新鮮な話題をお届け！ 2012-04-02 19:36:09 

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/a8dbc64a8688ff126

53daf251874fc20 

『大丈夫かな商工会議所』 

市には商工会議所、町、村は商工会なのかな、どこにも同じよ

うな組織があります。農家は農協がありますが、私たち商店主

や製造業、建築業などは商工会議所が身近な団体組織という

事になります、その商工会議所がおかしくなりつつあります。

長年の制度不良を起こし始めているようです。と言ってはいま

すが私はあまり行ってはいなかったので詳しくは知りません

でしたが、最近よくそういう話を聞くようになりました。震災後専

務理事が辞めたり？辞めさせられたり？、後任がいまだ決ま

っていないし、職員のやる気が感じられなかったりと、組織自

体がうまく機能していないと聞いています。時代がそうさせて

いるのか？もう必要なくなってきたのかな？ 

 

これからは間違いなくＮＰＯの時代ですね。本当に何かをし

たい同じような目的を持った者が集まって活動する、資金が

足りなければ行政も助ける、これまでの形骸化した組織から

新しい時代に対応できる組織へと変わらなければ社会は良く

なりません。 

南相馬市にも多くのＮＰＯが活動しています、きっと変わりま

すよ、この町の未来が日本のＮＰＯ活動の先駆けになるよう願

っています。 

 

南相馬市から４月４日夜南相馬市から４月４日夜南相馬市から４月４日夜南相馬市から４月４日夜     2012-04-04 20:13:19    

http://blog.goo.ne.jp/shigeki2121/e/b4030d790edc167f

8d0ea0b850af84db 

『決められない人々』 

日本人はみんな決められない人種なのでしょうか？何も決め

られない日本の政治、見ていて情けなくなります。大臣が評

論家のようなことしか言えないようでは決められるはずもなく、

国民に決めさせるわけでもなく、これまでと同じようになんとな

くだらだらと決まっていくのでしょうか。確かに戦後、日本は発

展してきました、人口も増え続け産業も良くなり、パイは拡大し

続けその大きくなっていくパイを上手に配分する人が優秀な

人ではあったわけですが、そこには何も決断するものはなく、

決断しなくても皆が潤ってきたわけですが、これからは、もう

今はか？ 

パイが少なくなってくるわけですから、本当にいるもの、必要

なものがなんなのか、なにをしなくてはならないかを、決断す

る勇気、決断力が必要になってくるのでしょうね。 

 

決められる人がこれからは必要です、それが厳しいものでも、

仕方がないでしょうね。 

日本人は決めれば、何とかしていく国民だと思いますが、どう

なんでしょうか。 

 

首都圏の借り上げは８月頃に終わるそうですが、８月で終わっ

て帰って来るのが気まずい人は４月、５月頃に帰って来る人

が多くいるようだと聞きましたが、借り上げの期日は各県で違

うのですかね？宮城県は来年までですが、確かこの前大臣

が１年延長すると言っていましたが、あれはどういう事でしょう

ね。いまいちよくわかりませんが。 

 

############################################# 

学んだこと学んだこと学んだこと学んだこと    ・・・・・・・・・・・・    苦しみの迷宮から苦しみの迷宮から苦しみの迷宮から苦しみの迷宮から    

負けてらんにぇ！みんなでなんとかすっぺ！！ 

南相馬市から新潟県三条市へ集団避難した者たちの

現地報告です。 2012-04-06 10:53:15  

http://blog.goo.ne.jp/minamisoumashi-hinan/e/fe5b763

35af634cd3a1a298faebc585b 

 

南相馬ブログ新聞 

インターネット上のブログ（日記の一種：掲載許可済

み）等からの転載です。執筆者は南相馬市関係の

方（滞在の方・避難された方等）が主体です。内容内容内容内容

は個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそは個人の意見であり公のものではありませんがそ

れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。れぞれの立場での本音が書かれています。同じ被

災者・市民同士の生の意見として参考にしていただ

ければ幸いです。 

編集・発行 NPO ながおか生活情報交流ねっと soiga01@gmail.com、 

新聞 PDF 置場 http://www45.atwiki.jp/soiga/pages/137.html  
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震災前に 

 

ここを訪れる人がよく発する言葉に 

  「なぜ 私だけが」 

  「あのときあのことがなければ」 

  「あいつのせい」 ・・・ などがあります。 

 

このような言葉の背景には 

状況 出来事 他者によって自分の人生が変えられた 

・・・ という思いがあり 

 

そのことから逃れられず 自由になれないでいます。 

 

生まれてから現在まで 

親を含めて 出会う人や さまざまな出来事は 学ぶための現

象であり 

選び 選ばされているのであろうと思います。 

 

私が 日々の業務から学んだことは 

自らの苦しみの奥にある魂のテーマに向かい合い 取り組む

ならば ・・・ 

死にたくなるほどの苦しみはあっても 

乗り越えられない苦しみは与えられない ・・・ ということであ

りました。 

（ ２０１０．１０ のノートから ） 

 

老齢期最大の敵老齢期最大の敵老齢期最大の敵老齢期最大の敵    ・・・・・・・・・・・・    心の逃避心の逃避心の逃避心の逃避 2012-04-06 17:00:03     

http://blog.goo.ne.jp/minamisoumashi-hinan/e/d88583

3b72ed0485f0205b6c68759452 

 

震災前に 

 

老人に対していま必要なものは 

生きがいのある社会参加ではないでしょうか。 

 

老齢期は 病齢期ではありません。 ・・・ここがポイントです。 

老人も生きているうちは働くことです。 

周囲の人々に奉仕する使命感に立つことです。 

 

老齢期の最大の敵は 

老人なんだから もう働かなくていい という思い 

老人なんだから お世話になって当たり前 と思う ・・・ 心の

逃避です。 

 

今日の日本の社会機構は 能率主義に偏し 

老齢者から職場を取り上げ 社会参加の機会を失わせ 

老齢者のための福祉へと追い込んでいるように思われます。 

 

保護 ＝ 疎外 ・・・ となってしまっています。 

 

＊ 昨日 三条市下田というところから 老人を対象とする講

演依頼がありました。

############################################# 

水支援でつながりませんか？「東京と福島水支援交水支援でつながりませんか？「東京と福島水支援交水支援でつながりませんか？「東京と福島水支援交水支援でつながりませんか？「東京と福島水支援交

流」流」流」流」    

つながろう！八王子で！         東日本大震災ならびに

原発事故の影響から東京都内に避難されている避難

者、避難者が集える交流の場を提供。 

 2012 年 04 月 07 日 21:46 

http://blog.livedoor.jp/tsunahachi/archives/4127740.html        

 

 

＜福島のお母様方へ＞ 

つながろう！八王子で！では、長期的な被災地支援としてイ

ンターネット通販サイトの送料無料サービスを利用した水支援

をはじめます。 

 

参加対象者は、小さなお子様のいるご家庭、妊婦さんがいる

ご家庭で水の負担がかかっている家庭のみ。 
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＜現在避難されていてる福島県の方などは、ご相談下さい。＞ 

 

今回の震災、原発事故で野菜、水などが必要な方が増えてし

まい家庭の負担が大きくなりました。 

さらに加えて購入すると結構な重さしますよね？ 

この支援ならば希望者の方の住所に、２リッター６本入の２ケ

ースが毎月1回支援してくれる人が１ケースずつ届きます。無

理なくしかも長期的に出来る支援です。 

 

またこの支援を通して支援してくださる方と直接の交流が図れ

ればと思っています。 

水から始まる支援ではありますが「ご近所付き合い」感覚でい

ずれお互いが見える支援をできたらと思っております。 

 

＜支援をしたい方へ＞ 

水に関しては被災地、また避難者の方でもご負担がかかって

おりその負担を減らすべく始めました。 

 

「どういう支援をしたらいいのか？」、「私でも出来るかしら・・・」 

大丈夫！今そう思っているだけでこのスタートラインにたてま

す。 

 

お申し込みの際に確認などございますのでまずはお問い合

わせ下さい。 

<資料＞ 

・水支援の流れについての説明 

表  

https://docs.google.com/open?id=0ByODutNDo2ZWbC03RT

JSNmxTQnFjTHhHc0E5dGFwQQ 

裏  

https://docs.google.com/open?id=0ByODutNDo2ZWYkRwUz

VBdGNUUGVyU2JwNy1Vcm1zZw 

・申込書 

https://docs.google.com/open?id=0ByODutNDo2ZWNWlGT

WVtZ3VTOEtTVnJtUHpNNVdwUQ 

・個人情報の取り扱いに関する同意書 

https://docs.google.com/open?id=0ByODutNDo2ZWNmNVL

Tl5b0dTaGVid25SYWZkREZGQQ 

 

<お申込み方法> 

上記資料から個人情報の取り扱いに関する同意書と申込書を

保存して印刷し FAX かメールでのお申し込みとなります。 

<お問い合わせ> 

つながろう！八王子で！ 水支援班 

mail tsunagarou802@gmail.com 

FAX     042-697-9223（FAX は２４時間受付） 

 

############################################# 

今日のできごと今日のできごと今日のできごと今日のできごと    4444月月月月7777日（土）日（土）日（土）日（土）    南相馬市生活復興ボラ

ンティアセンターのブログ  2012-04-07 17:34:14 

http://ameblo.jp/minamisoma-svc/entry-11217242688.html  

今日は、足もみのボランティアさんが来てくれました。 

 

 たくさんの方が足もみに来てくれて、大にぎわいでした。 

 

今日のボランティアさんは、 

  鹿島区受付  ８ 人   でした。 

 みなさん、本当にありがとうございました。 

 

############################################# 

新年度スタート新年度スタート新年度スタート新年度スタート    どっさりんこ (2012.04.03 11:31) 

相双ゆたどさ ゆったりがどっさり。～ふくしま相双～  

http://yumesoso.jp/yutadosa/archives/5053.html 

こんにちはどっさりん子です。 

平成 24 年度もスタートしました。 

みなさんはどんな平成 24 年度をスタートしましたか？？ 

新しく新社会人になられた方、新しい学生生活をスタートした

方、それぞれのスタートがあると思います。 

私たちも新しい気持ちを忘れずに色々なことに一歩足を進め

たいと思います。 

ゆっ太郎・どっさりん子はこれからも『相双地域の情報』を発信

します。 

  

私たちの事務所にも確実に春が・・・。 

来年は今年よりもっと良い春が訪れますように。 

今年度もよろしくお願いいたします。 
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どっさりん子 

 

############################################# 

（以下は新潟県知事政策局広報広聴課より掲載許可をいただいきメ

ルマガの２７５号より転載したものです。） 

http://chiji.pref.niigata.jp/2012/03/post-8b0b.html 

☆・・・☆・・・・「にいがた」からお届けします！・・・・☆・・・☆ 

☆━━━【新潟県知事 泉田裕彦のメールマガジン 】━━━☆ 

┏┏┏┏┏ ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏┏┏┏    たがいに・にいがた  ☆第２７５号☆ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◆◆新潟県庁発行（平成２４年３月３０日発行）ＶＯＬ．２７５◆◆ 

 今週の「ひとりごと」 

────────────────────────── 

 皆さんこんにちは！新潟県知事の泉田裕彦です。 

 今週のコラムは、「新しい縁（えにし）が生まれることを願って

「なじらねの会」に参加してきました」をお届けします。 

◇新しい縁（えにし）が生まれることを願って「なじらねの会」

に参加してきました 

─────────────────────── 

 先日、３月18 日に、東日本大震災に伴い本県に避難されて

いる方々の交流を目的としたイベント「なじらねの会」が、新潟

市で開催されました。 

 避難されている方への支援に関する情報の提供や、避難者

同士、各種支援団体等との交流を深めることを目的として、

「縁づくり」をテーマに各種相談や交流の場を作っていこうと、

被災者支援に取り組む各種団体、ＮＰＯ等、自治体等で組織

する東日本大震災復興支援連絡協議会が実施したイベントで、

新潟県内に避難されている東日本大震災被災者の方々が、

たくさん集って下さいました。 

 会の開始にあたって、私はみなさんに、新潟弁で「なじらね」

の言葉の意味をお話させていただきました。 

「いかがですか？」という意味の新潟の方言ですが、今冬は

例年にない大雪となり、避難されている方々は、大雪に慣れ

ていない方も大勢いらしたと思います。 

 私は、このイベントに集まって下さった方々お一人おひとり

に「なじらったかね？」とお聞きしたいと思いました。 

 無事に、新潟での生活環境に慣れていただいているのかど

うか、心配されていることは何か等、いろいろなお話を直接伺

うことで、長引く避難生活の不安を把握し、避難されている

方々の故郷の自治体や国に現状をお伝えし、適切な対応を

取って参りたいと思っております。 

 また、このイベントには大変多くのお子さんたちとお母さん

たちが参加されていました。現在、新潟県には７千人を超える

方々が避難されており、母子避難の方が多くなっています。 

 慣れない土地で、お父さんや親族の方々と離ればなれの生

活では、心配事もより募るのではないかと気掛かりです。個々

の家庭で独立した避難に変わってきている現状を踏まえ、同

じ苦しみを抱いておられる皆さん同士での情報の交換を進め

ていただければと思います。 

 こうしたイベントを開催することによって、孤立感を抱いてお

られる方々が、新しい縁・えにしを紡いでいかれるお手伝い

ができるよう、これからも尽力して参ります。 

 我々もまた、何度も震災に遭ってきました。その度に全国の

皆さまから、温かい手を差しのべていただき、復興への道を

一歩一歩進むことができました。県民・市民、そして諸団体の

皆さん誰しもが、これまで頂いてきたご厚意になんとか恩返し

をしたいという気持ちでいっぱいです。 

 避難されている皆様方も「お互いさま」の心で、自宅にいると

いう気持ちで、どんどん甘えていただければと思います。一

刻も早く、もとの生活が取り戻せるよう、歩みを進めていけるよ

う、私も精一杯努力して参ります。 一方で難しい課題がある

ことも承知しています。本県で起きた災害は、今は辛くとも、3

年以内に帰るぞ、2 年以内に帰るぞという気持ちを持つことが

できました。 

 しかしながら今回の３月 11 日また 12 日の原発の事故以降

は、出口が見え難い状況下での生活再建です。これは大変

大きな課題であり、日本では初めて体験をする災害と考えて

おります。未来を担う小さなお子さんの成長を、安心して見守

って行ける環境をしっかり用意しなければならないと思ってお

ります。 

 この「なじらねの会」には、平野復興大臣からもご参加いた

だき、避難されている方々との意見交換も行われました。 

 それぞれの方が抱いておられる様々な悩み、不安をしっか

り受け止め、国に適切な対応を求めるなど、これからも被災さ

れた皆さんのお気持ちに寄り添い、お互いさまの気持ちで、

「なじらね？」と声をかけさせていただきながら、私も頑張りま

す。 

  知事公式ホームページ → http://chiji.pref.niigata.jp 

 


